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判断比率等（財政指標）を算定し、次のとおり算定結果がまとまりましたので報告します。

早期健全化
基　準

財政再生
基　準

－ 15.0% 20.0% 実質赤字はありません。

－ 20.0% 30.0% 連結実質赤字はありません。

7.0% 25.0% 35.0% ※１

43.7% 350.0% － ※２

水 道 事 業 －

下水道事業 －

－
資金不足は実質黒字のため
比率はありません。

※１　実質公債費比率は、過去に借りた町債の償還が終了し公債費が減少したため、昨年度より
　　0.8ポイント減少しました。

※２　将来負担比率は、甘楽中学校建設に伴う町債を借り入れたことにより、27年度に大きく増

資金不足比率

　　ました。

備　　　考

甘楽町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況

　平成2９年度の決算に基づき、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定による健

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

総務省が定める基準
財　政　指　標

健全化判断
比率等

　　センター改修事業に係る町債の借入を行ったことにより、町債の残高は増加しましたが、過
      加しましたが、28年度は町債の借り入れを抑制したため減少しました。今年度は、総合福祉

　　去に借りた町債の償還終了や退職手当負担見込額の減少により昨年度より7.9ポイント減少し
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１．健全化判断比率について 
 

（１）実質赤字比率 

  一般会計や特別会計（国民健康保険事業・介護保険事業特別会計など）について、歳出に対する

歳入の不足額（実質赤字額）を、一般財源の標準的な規模を表す標準財政規模（※１）で割った比率

です。 
 

（２）連結赤字比率 

  公営企業会計を含む町のすべての会計の赤字額と黒字額を合算して、標準財政規模で割った比

率です。 
 

（３）実質公債費比率 

  一般会計や公営企業会計などの公債費や公債費に準じた経費を、標準財政規模を基本とした額

で割った比率で、過去３年間の平均値です。 
 

（４）将来負担比率 

  地方債の残高や退職手当支給予定額など、将来負担することとなっている額（将来負担額）を、標

準財政規模を基準とした額で割った比率です。 
 
（※１）標準財政規模とは 

 地方税、地方交付税、臨時財政対策債、地方特例交付金や地方譲与税などを合わせた額で、その

団体の一般財源の規模を表すものです。本町の平成２９年度標準財政規模は３，５３５，８７０千円で

す。 
 

2


